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第７号（平成３０年３月） 

 

あゆむ「この道路は前に通ったよね。」 

ミドリ 「そう、家族で蔵王のスキー場にいく 

とき上って行ったわ。」 

ふみお「確か、途中に大きな桜の木があったな。」 

みどり「あれだわ。枝が垂
た

れ下がって大きい！」 

文じい「ここは権現堂。そしてこれが有名なしだれ 

桜じゃ。またの名をふりそで桜。」 

ミドリ 「あら、板碑を見に来たんじゃなかったの？」 

文じい「うむ、そうなんじゃが、ここに来ればまずこ 

の桜じゃろう。地区や保存会の方々が大事 

に見守ってくださっている。昨年も、支える 

柱を新しくしてくれた。」 

 
 

ふみお「ところでじいの言った板碑はどれ？たくさ 

んあるよ。」 

あゆむ「このでかいのじゃない？」 

ふみお「“巳待
み ま ち

供養塔
く よ う と う

”と彫
ほ

ってある。種子
し ゅ じ

は・・・。」 

文じい「キリーク、阿弥陀
あ み だ

如来
に ょ ら い

じゃ。延享
えんきょう

五年とある 

から、江戸時代の 1748年で、打ちこわしや 

百姓
ひゃくしょう

一揆
い っ き

が起こった翌年じゃな。」 

ミドリ 「右のは、“南無阿弥陀佛
な む あ み だ ぶ つ

”と彫ってあるわ。 

   これじゃないでしょう？」 

あゆむ「あ、奥に説明板が立っている。あれだ！」 

ミドリ 「なるほど、これなのね。種子がなんだかう 

っすらと見える感じがするわ。」 

 

文じい「ほほう、少しずつ見えるようになってきた 

ようだの。種子は“バク”で“釈迦
し ゃ か

”じゃ。」 

あゆむ「お釈迦様のこと？」 

文じい「そう、釈迦
し ゃ か

如来
に ょ ら い

じゃ。そして、次のように彫 

ってあるというんじゃ。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

権現堂
ご ん げ ん ど う

のしだれ桜 

正中二年板碑
し ょ う ち ゅ う に ね ん い た び
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ふみお「あれ、正中二年(1325)といえば、湯町の板

碑と同じだね。それに、内容も似ている。た

だ、十三年というのはなんだろう？」 

文じい「よいところに気づいたな。これは、亡
な

くなっ 

た父親の十三年忌
き

ということらしい。つま 

り、亡くなってから 13 年目を迎えて霊
れ い

を弔
とむら

 

うために建てた卒塔婆
そ と ば

ということになる。」 

ミドリ 「なるほど。それにしてもよく字がわかるわ 

ね。何か方法があるの？」 

ふみお「“拓本
た く ほ ん

“ということを聞いたことがある。」 

文じい「おおよく知っておるの。紙を水張りし、綿で 

押さえ、墨
す み

を付けたタンポでたたいて型を 

とる方法じゃ。その方法でとった前回の第 6 

号“応
お う

長元年
ちょうが んね ん

大日
だ い に ち

板碑
い た び

”の拓本の画像は、次 

のようになっておる。片桐繁雄先生がとら 

れた拓本をお借りした。」 

あゆむ「わお、こんな 

  にくっきり！」 

ミドリ 「あ、欠けてわ 

からないとこ 

ろがはっきりし 

いるわ。ここが 

後で記録によ 

ってわかったと 

いうことね。」 

ふみお「特に“有道坊” 

   というリーダ 

      ―の名前がわ 

かったのはよ 

かったよね。」 

文じい「その通りじゃ。 

それで、図にす 

れば次のよう 

になる。」 

ふみお「なるほど。調 

べを深めてや 

っといろんな 

ことがわかるんだね。」 

文じい「そうじゃのう。ふみおもがんばれ！」 

ふみお「うん！ところで“巳待
み ま ち

”というのを、電子辞

書で調べると、己巳
つちのとみ

の日の巳
み

の刻
こ く

（だいた

い午前１0 時ころ）を待って寄合
よ り あ い

して弁財天
べ ん ざ い て ん

を祈
い の

る。そうすると幸運に恵まれると出て

いる。」 

ミドリ 「弁財天というのは？」 

ふみお「災厄
さ い や く

を除き、戦勝
せんしょう

を得
え

させる女神
め が み

だって。」 

文じい「七福神
し ち ふ く じ ん

のひとつで、福徳
ふ く と く

や財宝
ざ い ほ う

を与える美 

しい女神とも言われている。」 

あゆむ「へえ、会ってみたいな。」 

文じい「権現堂は、ここに説明板があるが、古くか 

ら蔵王権現への修行
し ゅぎ ょう

や参拝
さ ん ぱ い

のためにたくさ 

んの人が行き来し休息
きゅうそく

したところじゃ。釈迦 

堂が建てられて釈迦如来が安置されてお 

った。今は、公民館の中に移されておる。 

春、500 年も生きてきたこの桜が見事
み ご と

に咲

く頃にまた調べに来てみるとしよう。」 
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権現堂の「しだれ桜」と「正中二年板碑」  

                 蔵王温泉へ 

しだれ桜 

正中二年板碑   権現堂 

 

国道 13号へ 

                    坊平へ 

 


